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1. はじめに 

 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災で、東北大学 量子エネルギー工学専攻の臨界未満実験室のコッククロ

フト加速器（学部学生の実験教育に使用）が全損した．それに替わる新加速器として、米国 National 

Electrostatics 社製 1MV タンデムバンデグラフ（ペレトロン）加速器システム 3SDH-2 一式が 2014 年 8

月にに導入された。本加速器では、最大ターミナル電圧 1 MV により、2 MeV の陽子ビーム、q 価のイオン

の場合には(q+1) MeV のイオンビームが加速可能である。 

2. 加速器システムの構成 

タンデムバンデグラフ型加速器システムは、負イオン源、入射ライン、加速器本体、出射ライン、およ

び実験用ビームラインから構成されている（図１）。負イオン源は RF 型イオン源およびセシウムスパッタ

型イオン源の２機あり、陽子から各種重イオンまで、実験に応じて様々なイオンビームを供給することが

できる。実験用ビームラインは予算の関係で加速器と同時には導入されていない。現在、学生実験用の１

つのビームライン（15°ビームライン）のみ設置した状況である。 

3. 加速テストおよび学生実験教育 

加速テストは、陽子、He、Si、Fe および Au のイオンビームを用いて行われた。15°ビームラインのタ

ーゲット位置における最大ビーム強度として、陽子で 10μA、Si で 20μA, Fe で 5μA まで得られている。

今年度の学生実験では、ステンレス鋼試験片の照射効果について Fe イオンビームによる実験を実施した。

なお、学生実験は、旧加速器全損による実験中断以来、4 年ぶりの再開であった。なお、当日のセッション

では、ビーム加速テスト、学生実験および本加速器を利用した実験計画について述べる予定である。 

    
図 1 東北大学 臨界未満実験施設に導入された 1MV タンデムバンデグラフ加速器 
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